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宮地 A チーム 2 年ぶりの栄冠
阿蘇市合併 10 周年記念　第 10 回阿蘇市民地域対抗駅伝大会

　
第
10
回
阿
蘇
市
民
地

域
対
抗
駅
伝
大
会
が
12

月
７
日
、
阿
蘇
市
役
所

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

に
開
か
れ
、
各
地
区
か

ら
14
チ
ー
ム
２
１
０
人

が
出
場
し
、
宮
地
Ａ
チ

ー
ム
が
２
年
ぶ
り
４
回

目
の
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。

　
終
盤
ま
で
も
つ
れ
た

レ
ー
ス
は
、
中
盤
か
ら

抜
け
出
し
た
宮
地
Ａ
チ

ー
ム
と
阿
蘇
西
Ａ
チ
ー

ム
が
競
い
、
最
後
は
宮

地
Ａ
チ
ー
ム
が
接
戦
を

制
し
優
勝
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
渡
邉
修
一

監
督
は
「
子
ど
も
た
ち

の
力
走
が
光
っ
た
。
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
勝

ち
取
っ
た
優
勝
で
す
。

連
覇
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
」
と
、
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください
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1.優勝した宮地 A チームの
皆さん　2.区間賞を受賞した
選手の皆さん　3.スタート時
のようす　4.10 区で力走する
碧水、宮地 B チームの選手　
5.選手宣誓をする藤田拓海く
ん

●大会結果
　優　勝　宮地 A チーム
　準優勝　阿蘇西 A チーム
　第３位　坂梨チーム

●区間賞
1 区 鳴川 健太 ( 坂梨 )
2 区 中嶋 貴則 ( 内牧Ａ )
3 区 倉岡 弘道 ( 宮地Ａ )
4 区 塚本 和寛 ( 宮地Ａ )
5 区 江入 巴月 ( 阿蘇西Ａ )
5 区 池田 千尋 ( 碧水 )
6 区 佐伯 元 ( 阿蘇西Ａ )
7 区 濱﨑 悠哉 ( 阿蘇西Ａ )
8 区 寺西 広翼 ( 碧水 )
9 区 山口 紗桜理 ( 坂梨 )
10 区 村原 七海 ( 宮地Ａ )
11 区 高日 稚菜 ( 宮地Ａ )
12 区 上田 俊輔 ( 内牧Ａ )

●大会結果
　最優秀賞　村原 七海（宮地 A）
　優秀賞　　濱﨑 悠哉（阿蘇西 A）
　　〃　　　山口 紗桜理（坂梨）

11 月 23 日開催の阿蘇市民スポレクフェア
（グラウンドゴルフ）の大会結果は以下のとお
りです。おめでとうございます！

優　勝　後藤トキ子（東１区）
準優勝　山部ツミ子（　〃　）
第３位　坂梨シヅ子（北２区）

WebTV アソ
動 画



借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日９時～１７時１５分（予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１１００円
・『多重債務』の相談 は 無料 阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　森　あい（もり　あい）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

＊まずはお気軽にお電話下さい
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全
国
各
地
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
草
原
保
全
活
動

や
利
活
用
事
例
を
発
表
す

る
第
10
回
全
国
草
原
サ
ミ

ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

11
月
22
日
か
ら
24
日
に
か

け
て
阿
蘇
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
24
日
は
草
原
を
保
有
す

る
関
係
市
町
村
長
14
人
が

参
加
し
、
草
原
保
全
の
取

り
組
み
事
例
を
発
表
。
佐

藤
阿
蘇
市
長
は
、
恒
久
的

「草原 100 選」制定目指す
第 10 回全国草原サミット・シンポジウム

な
防
火
帯
設
置
な
ど
の
取

り
組
み
を
発
表
す
る
と
と

も
に
、
草
原
維
持
面
積
の

数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ

と
を
提
言
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
草
原
の
重
要

性
や
価
値
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
千
年
後
も

残
し
た
い
日
本
の
風
景

「
草
原
１
０
０
選
」
の
制

定
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ「
阿
蘇
宣
言
」

を
採
択
し
ま
し
た
。

音楽で生きる力、喜びを。
被災地支援交流事業 スクールコンサート

　

阿
蘇
小
学
校
で
12
月
８
日
、

熊
本
県
立
劇
場
主
催
の
ス
ク
ー

ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
同

校
と
山
田
小
学
校
の
児
童
、
地

域
住
民
ら
が
音
楽
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
同
劇
場
被
災
地
支
援
交
流
事

業
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た
も

の
で
、
県
内
を
中
心
に
活
躍
す

る
「
ト
リ
オ
・
コ
ロ
ー
レ
」
の

３
人
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
サ

ッ
ク
ス
、
ピ
ア
ノ
演
奏
で
「
き

ら
き
ら
星
」
や
「
花
は
咲
く
」

な
ど
数
曲
を
披
露
。
体
育
館
に

美
し
い
音
色
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。

広
告

シンポジウムのようす。草原に関するさまざまな取り組みについて、
参加市町村から発表されました。

WebTV アソ
動 画
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「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

青少年の薬物乱用防止に貢献
中川竹久氏に県知事感謝状

　
永
年
に
わ
た
り
少
年
の
非
行
防
止
に

貢
献
し
た
と
し
て
、
阿
蘇
地
区
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
協
議
会
の
委
員
を
務
め

る
中
川
竹
久
氏
（
下
町
）
に
蒲
島
知
事

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
川
氏
は
、
永
年
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
長
や
少
年
指
導
員
な
ど
を
務
め
、

平
成
14
年
か
ら
は
阿
蘇
地
区
薬
物
乱
用

防
止
指
導
員
と
し
て
、
ヤ
ン
グ
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
薬
物
乱
用
防
止
に
関

す
る
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
「
今
日
の
社
会
で
一
番
危
険
な
の
は

覚
せ
い
剤
や
薬
物
。
こ
れ
か
ら
も
薬
物

の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

啓
発
を
続
け
た
い
」
と
、
今
後
の
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

建設業の経験を活かし、不法投棄撤去に尽力
阿蘇中部建設振興会が不法投棄ごみを撤去

　
阿
蘇
市
及
び
産
山
村
の
建
設
業
の
若
手

経
営
者
で
構
成
す
る
阿
蘇
中
部
建
設
振
興

会
（
鶴
田
康
浩
会
長
、
28
人
）
は
11
月
22

日
、南
宮
原
地
域
（
国
道
２
１
２
号
沿
い
）

山
林
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
や
電
化
製

品
な
ど
の
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
会
は
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
日

頃
の
作
業
経
験
を
活
か
し
、
危
険
な
不
法

投
棄
現
場
の
撤
去
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実

施
し
て
お
り
、
今
回
で
８
回
目
。

　

作
業
し
た
現
場
は
急
斜
面
の
山
林
で
、

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
が
蓄
積
し
散
乱
し

て
い
ま
し
た
が
、
同
会
員
17
社
と
行
政
機

関
な
ど
約
30
名
が
作
業
を
行
い
、
可
燃
ご

み
２
６
０
㌔
、
不
燃
ご
み
５
２
０
㌔
を
撤

去
し
ま
し
た
。

広
告
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中江岩戸神楽保存会が「岩戸開」を華麗に舞う
第 56 回九州地区民俗芸能大会

　
中
江
地
区
で
活
動
す
る

中
江
岩
戸
神
楽
保
存
会

（
佐
藤
義
勝
会
長
、
15
人
）

が
11
月
23
日
、
沖
縄
県
読

谷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
「
第
56
回
九
州
地

区
民
俗
芸
能
大
会
」
に
熊

本
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

　
九
州
各
県
か
ら
９
団
体

（
１
４
１
名
）
が
集
ま
り
、

会
場
は
約
６
５
０
名
の
観

客
で
溢
れ
ま
し
た
。

　
中
江
岩
戸
神
楽
保
存
会

は
、「
岩
戸
開
」（
天
の
岩

戸
に
お
隠
れ
に
な
っ
た
天

照
大
御
神
の
前
で
神
々
が

舞
い
、
手
力
雄
命
が
岩
戸

を
開
け
お
迎
え
す
る
）
を

演
じ
、
会
場
は
た
く
さ
ん

の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

「岩戸開」を披露する中江岩戸神楽保存会の皆さん。「中江の
岩戸神楽」、昭和３６年に熊本県重要無形民俗文化財に、昭
和５０年に国選択無形民俗文化財に指定されています。

男声合唱団の歌声響く
尾 ヶ 石 東 部 小 で 男 性 合 唱 コ ン サ ー ト

　
尾
ヶ
石
東
部
小
学
校
で
12
月
６

日
、
青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
一

環
で
男
性
合
唱
団
「
へ
き
ら
く
コ

ー
ル
」
コ
ン
サ
ー
ト
（
熊
本
黄
壁

城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
狩
尾
２
区
出
身
で
同
校
を
卒
業

し
、
同
合
唱
団
常
任
指
揮
者
の
草

尾
文
隆
氏
が
指
揮
を
務
め
、「
お

富
さ
ん
」や「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」

な
ど
を
合
唱
し
、
児
童
や
地
域
住

民
ら
は
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
全
校
児
童
が
「
お
お
か

み
と
数
十
匹
の
子
ヤ
ギ
」
と
題
し

た
ダ
ン
ス
劇
を
披
露
。
来
場
し
た

保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

黒流町区がコミュニティ助成事業で
コミュニティセンターを新築

　地域社会の健全な発展を図ることを
目的とした宝くじの助成金を活用し、
黒流町区がコミュニティセンターを新
築しました。
　このコミュニティ助成事業は、社会
貢献広報事業費を財源として財団法人
自治総合センターが助成を行うもので
す。黒流町区では、このコミュニティ
センターを拠点として、地域の活動が
一層活発になると期待されます。
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41 年にわたり交通事故防止に貢献
交通指導員 筑紫章三氏に感謝状

　
阿
蘇
市
交
通
指
導
員
を
退
任
さ
れ
た

方
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
が
11
月
10

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
昨
年
９
月
末

に
退
任
さ
れ
た
筑
紫
章
三
氏
（
古
城
１

区
）
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
筑
紫
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
に
就
任
以

来
41
年
間
に
わ
た
っ
て
街
頭
指
導
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
交
通
指
導
を
務
め
、
市

の
交
通
事
故
防
止
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
筑
紫
さ
ん
は
、「
大

き
な
事
故
も
な
く
良
か
っ
た
。
通
学
す

る
子
ど
も
た
ち
は
、
交
通
指
導
員
の
誘

導
に
従
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気

を
付
け
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
新
た
に
河
津
今
朝
次
氏
（
道

尻
）
と
光
木
惟
久
氏
（
古
神
３
区
）
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

広
告

風評被害を払拭するため PR 活動展開
福岡市、大阪市で観光イベント

　
11
月
25
日
以
来
、
中
岳
噴
火
の
影
響
で
観
光

客
の
入
込
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

市
と
市
観
光
協
会
が
県
外
で
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
市
で
12
月
６
日
、「
阿
蘇
温
泉
郷
湯
ご

も
り
祭
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
合
わ
せ
、
火
口
周
辺

の
観
光
情
報
や
近
況
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。
ま
た
、
12
月

14
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
熊
本
県
と
連
携
し
、

大
阪
市
の
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
で
吉
本
新
喜

劇
の
公
演
に
出
演
。
熊
本
出
身
の
芸
人
と
と
も

に
熊
本
県
内
の
温
泉
情
報
を
発
信
し
、
併
せ
て

風
評
被
害
を
払
拭
す
る
た
め
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、観
光
客
の
誘
客
に
つ
な
げ
る
た
め
、

県
内
外
で
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
火
口
周

辺
の
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。火山情報を記したチラシを配布するようす



15 広報あそ 2015.01

City Topics
ま ち の 話 題

　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
阿
蘇

町
支
部
（
大
和
と
よ
子
支

部
長
）
は
12
月
２
日
、
地

域
医
療
の
現
状
を
学
ぼ
う

と
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
で

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
８
月
に
開
院
し
た

同
セ
ン
タ
ー
の
現
状
を
知

り
、
地
域
の
病
院
を
盛
り

上
げ
て
い
け
れ
ば
と
初
め

て
企
画
し
た
も
の
で
、
部

員
50
人
が
参
加
。
職
員
の

案
内
で
施
設
を
見
学
し
た

後
、
甲
斐
豊
院
長
が
阿
蘇

医
療
圏
の
現
状
と
将
来
の

展
望
に
つ
い
て
講
演
し
、

参
加
者
は
同
セ
ン
タ
ー
が

担
う
役
割
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
大
和
支
部
長
は
「
今
回

の
研
修
で
、
地
元
に
こ
れ

だ
け
の
医
療
機
器
が
備
わ

っ
た
施
設
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、
参
加
者
も
安
心

し
た
と
思
う
。
今
後
も
生

活
に
密
着
し
た
研
修
が
で

き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

地域医療の現状を知ろう
JA 阿 蘇 女 性 部 阿 蘇 町 支 部 研 修

職員から施設案内を受ける参加者たち

　
狩
尾
２
区
の
自
主
防
災
組
織
の

取
り
組
み
を
学
ぼ
う
と
11
月
19

日
、
山
鹿
市
の
区
長
会
14
名
が
視

察
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
狩
尾
２
区
で
は
、
平
成
18
年
に

前
区
長
の
大
木
福
男
さ
ん
を
中
心

に
、
自
主
防
災
組
織
「
狩
尾
２
区

連
絡
会
」
を
結
成
。
以
来
、
地
区

独
自
の
防
災
マ
ッ
プ
や
、
要
援
護

者
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
り
す

る
な
ど
、
有
事
に
備
え
地
域
ぐ
る

み
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
研
修
で
は
、
平
成
24
年
の
豪
雨

災
害
時
の
状
況
や
取
り
組
み
な

狩尾 2 区の自主防災組織に学ぶ
山鹿市区長会が視察研修

ど
を
紹

介
。
下

村
善
計

区

長

は
、「
災

害
時
に

は
お
互

い
に
信

頼
し
あ

う
こ
と

が
何
も
よ
り
も
大
切
」
と
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
に
つ

い
て
語
り
ま
し
た
。

６年連続最優秀賞 和みの花みち会
道路河川環境美化コンクール

　
平
成
26
年
度
道
路
河
川
環
境
美

化
コ
ン
ク
ー
ル
で
滝
水
地
区
の

「
和
み
の
花
み
ち
会
（
大
塚
國
勝

代
表
、
12
人
）
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
６
年
連
続
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　
11
月
19
日
に
開
か
れ
た
受
賞
式

で
大
塚
弘
子
さ
ん
は
「
高
齢
者
が

多
い
が
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
活

動
で
き
て
い
る
。
参
加
団
体
が
増

え
て
、
市
の
環
境
美
化
が
よ
り
素

晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

●
そ
の
他
の
受
賞
団
体

【
優
秀
賞
】
▼
お
ご
も
り
花
公
園

▼
う
ぶ
さ
ん
会

【
佳
作
】
▼
大
道
老
人
会
▼
内
牧

花
原
川
を
守
る
会
▼
野
菊
の
会
▼

坂
の
上
老
人
ク
ラ
ブ
▼
西
三
区
む

つ
み
会

表彰状を受け取る大塚さん


